
実行委員長からごあいさつ
子どもたちにいききとした放課後を！ 実行委員長  奥山 春樹

本日は、第30回横浜学童保育研究集会にご参加いただきありが

とうございます。

研究集会は、毎年、各ブロックから選出された実行委員さんた

ちの話し合いによって、全体会や各分科会の内容が決められて

いきますが、本年度も9月から今日まで、6回の実行委員会を開

き、研究集会が参加された皆様にとって有意義な研修となるよ

う準備を進めてきました。全体会で講演していただく渡辺先生

には、第3分科会にも参加していただきます。特に30回の節目

となる今回、「被災地から」の特別報告も盛り込ませていただ

きました。分科会では第10分科会で、子どもたちの安全につい

て考えたいと思います。被災地の痛みを共に分かち合い、「横

浜の元気を日本全国へ」届けようではありませんか。

本日、多くの皆様のご参加を得て開催できたことはうれしい限

りです。この研究集会で、明日からの保育実践や子育てに役立

つ何かをお持ち帰りいただければ幸いです。

第30回 横浜学童保育研究集会 速報1号

★フラフープダンス ときわ学童クラブ

日頃から子どもたちに人気のフラフープ、みんなレベルアップ

し、最近は「ときわクラブ」で新1年生歓迎会の定番出し物に

なっています。

研究集会では大舞台で踊れることをとても楽しみにしていて、

毎日練習に励んできました。

高学年が中心ですが、一生懸命練習する姿を下級生があこがれ

のまなざしで見て真似するうちに上達していく・・・こんな風

に遊びが受け継がれていくのが学童の良いところだと思いま

す。
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題字と写真：東神奈川クラブ

全体会講演 かけがえのない子どもの時代を豊かなものに

講師 渡辺  恵津子さん

1951年埼玉県川口市生まれ。1973年に埼玉大学教育学部を卒

業し、埼玉県上尾市立原市小学校勤務を経て、現在は大東文化

大学 文学部 教育学科 准教授です。

主な著書は「子どもとともに育つ伴走者」(共著)、「かさ・ひ

ろさ ずをつかってあらわそう」(共著)、「改定指導要領と教師

の責務」、「教科書を超えて子どもたちに魅力ある算数の学び

を」、「小学校の教室から見える「子どもの貧困」」等があり

ます。

全体会、分科会出席中は、

携帯電話は電源を切るか、

マナーモードにし通話はご

遠慮ください。

ライブでご意見をおきかせください！！

研究集会の感想、ご意見など、皆様のご意見をメール

でお送りください！(いただいたご意見は連協機関紙

「学童保育のなかま」で使用させていただくことがあ

ります)
まで（左のQRコードをご利用ください）

本部の連絡先

午前中は技能文化会館受付、午後は連協事務所

です。

080-3404-0394(鈴木携帯)
045-662-7244(連協事務所)

■第35回神奈川県学童保育研究集会が2012年2月19日(日) 10:00～16:30 横浜市開港記念館で開催されます。

くわしくは県連協のサイトで http://www4.atword.jp/kanaken/



【編集後記】

今年の研究集会・速報班は、4名体制で3号までの発行を目指します。

野村こずえ(東神奈川学童クラブ・指導員)

北野正明(中田学童おひさまクラブ・保護者)

佐藤健一(西神奈川ハッピースマイル・保護者)

森木澄夫(連協・常任役員)

受付付近や分科会でインタビューにお声がけすることがありますので、ご協力よろしくお願

いします。

午後：分科会(第8分科会)

連協事務所

(第11分科会）

入り口はこちら側

午前：全体会

午後：分科会(第3分科会)

ブルーライン

伊勢佐木長者町駅

入り口はこちら側

ボートピア横浜

会場について

全体会会場：

横浜市技能文化会館

昭和61年(1986年)4月1日、「技

能職の振興」「勤労者の福祉の

増進及び文化の向上」を目的と

して設置されました。その後、

平成17年(2005年)6月、「雇用

による就業の機会の確保」を目

的の1つに加え現在に至っていま

す。

平成23年(2011年)4月1日に開館

25周年を迎えました。

会館は大小12余りの会議室・研

修室の他、トレーニングルーム

や喫茶コーナ，オーディオルー

ムがある他、地階には居酒屋も

あるという便利な施設です。

分科会：横浜総合高校

県内で初めての三部制・単位制

による新しいタイプの総合学科

高校（定時制）として平成14年
4月に開校しました。学ぶ時間が

午前・午後・夜間と異なる三つ

の時間帯に展開している総合学

科高校です。

校章は「横浜」の頭文字「Y」

をデザイン化し、「三つの部」

を象徴的に表しています。

［Y］をかたどったリボンが風

にたなびく姿は、「新風」をイ

メージし、新しい形の学校を表

現しています。

また、横浜市の花であるバラを

デザイン化した模様を中心に据

え、「Y」を結びあわせること

により、［三部］が統合されて

いる姿を象徴的に表していま

す。 

校歌・｢胸がときめくニュースの

ように」は，往年のフォーク

アーティスト・杉田二郎さんの

作曲によるものです。

今回の研究集会で分科会会場と

してお借りしたキャンパスです

が、平成25年には関内を離れ南

区大岡へ移転することが決定し

ています。


